
公営競技の場外発売所設置に反対する決議 

 

うるま市は、市民が互いに支え合い、協働のまちづくりを実践し、まちの将

来像「愛してます 住みよいまち うるま」の実現に取り組んでいる。沖縄本

島中部の東海岸に位置し、南東に伸びる半島部の北方及び東方海上に有人・無

人の１０の島があり、うち５つの島は海中道路や架橋で結ばれ、その景観はＣ

Ｍや映画のロケ地に使われている。肉用牛など畜産やさとうきび栽培が行われ、

モズクは県内水揚げの約４割を占めている。また、世界遺産に登録された勝連

城跡やエイサー、獅子舞、闘牛などの伝統文化が残っており、それらを踏まえ、

中村正人市長を先頭に、全国に「感動産業特区 うるま市」を発信している。 

このような状況の中、うるま市内において公営競技の場外発売所設置の動き

がある。この種の施設が市内に設置されると、まちづくりや地域の安全・安心、

教育、青少年への影響、交通渋滞など地域環境や市民生活へ深刻な影響を与え

ることが懸念され、いかに公営とはいえ「ギャンブル特区」となりかねない。

また、家族連れや観光客、買物客、さらにうるま市の伝統文化を求めて来訪す

る人々の足が遠のくなど、来訪者への影響が生じることも危惧され、本市が目

指すまちづくり、市民が互いに支え合い、協働のまちづくりを実践し、まちの

将来像「愛してます 住みよいまち うるま」の実現との調和がとれない。 

また、これまでも市内において同様な公営競技の場外発売所設置計画があっ

たが、同様な懸念から市民が立ち上がり反対の立場をとり、設置が断念されて

きた経緯もある。 

よって、うるま市議会は、今後、公営競技の場外発売所をうるま市に設置す

ることについて断固反対する。 

 

以上、決議する。 

 

令和７年６月３０日 

 

沖縄県うるま市議会 

 

 


